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季刊　高建 2014 秋号

CONTENTS

高知県建設業協会　技術アドバイザー　宮田 隆弘

第 13 話　自分の足跡

第４章　幕藩体制下の土木事業（近世） ③

島崎　孝彦　1877 ～ 1972
　～上下水道部門一筋に～

水の都魚梁瀬（馬路村）水の都魚梁瀬（馬路村）
奈半利川本流の最上流部に建設された発電用のダムで、高さ
は 115 メートルと四国最高。ダムによってできた人造湖は
早明浦ダムのさめうら湖に次ぐ規模で、ダムとともに四国で
は屈指の規模を誇ります。美林として名高い県木魚梁瀬杉の
ほか、湖畔の魚梁瀬丸山公園は春には約 200 本のソメイヨ
シノが咲き誇り、多くの観光客が訪れます。

（高知県ホームページより）
　

　( 写真提供：高知県 )
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８月の上旬から中旬にかけての記録的な豪雨により大きな災害に見舞われた高知県｡ 98年高知豪雨の再来を思わせ

る今回の ｢2014高知豪雨｣｡ 728棟の住宅が床上浸水し､ 車も水没するなど大きな被害となり､ 台風直撃とともに､ 猛

烈に降る雨の恐ろしさを再認識することになった｡

�������	
高知気象台 (８月12日発表) によると､ ７月30日にフィリピ

ンの東海上で発生した台風12号は､ 31日から８月１日に沖縄付

近を北上､ １日から３日にかけて東シナ海から黄海を進み､ ４

日３時には温帯低気圧に変わった後､ 朝鮮半島を横断した｡

この台風の影響で､ 西日本には南から暖かく湿った空気が流

れ込み､ 大気の状態が非常に不安定となった｡ このため､ 四国

と紀伊半島では各地で記録的な大雨となり､ 降り始めの８月１

日３時から５日24時までの雨量は､ 香美市繁藤で1366.0 mm､

長岡郡本山町本山で1198.5 mm､ 吾川郡仁淀川町鳥形山で1088.0

mmを観測した｡
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高知気象台 (８月12日発表) によると､ ７月29日にマリアナ

諸島近海で発生した台風11号は､ フィリピンの東海上を発達し

ながら進み､ 強い勢力となって日本の南海上をゆっくりと北上

した｡ 10日６時過ぎに高知県安芸市付近に上陸し四国地方をゆっ

くり北北東に進み､ 瀬戸内海を抜けた後､ 10時過ぎに兵庫県赤

穂市付近に再上陸､ その後､ 近畿地方を北北東へ進み14時前に

日本海に抜けた｡ この台風を取り巻く雨雲や湿った空気が次々

と流れ込んだため､ 高知県で大雨となり､ 降り始めの８月７日

12時から10日24時までの総雨量は､ 安芸郡馬路村魚梁瀬で1081.0

mm､ 高岡郡津野町船戸で918.5mm､ と各地で記録的豪雨を観測した｡ また､ 室戸市室戸岬で10日４時35分に南東の風

52.5m/sの最大瞬間風速を観測するなど県内各地で暴風が吹き荒れた｡ さらに､ 床上・床下浸水､ 土砂災害等が発生

し､ 県内の広い範囲で停電した｡
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高知県危機管理・防災課によると､ この２つの台風による被害

状況 (９月10日現在) は､ 人的被害が重傷１名､ 軽傷６名の計７

名｡ 住家被害が全壊３棟､ 一部損壊221棟､ 床上浸水728棟､ 床下

浸水1,117棟など｡ 16市町村で最大49万人に避難勧告・避難指示

が出された｡

経済被害関連 (８月25日現在) をみると､ 商工業分野での被害

総額は約0.86億円｡ 農業分野､ 約24.2億円｡ 林業分野､ 約2.6億

円｡ 水産業分野､ 約1.1億円｡ 観光分野は旅館・ホテルの予約キャ

ンセルによる影響額が約1.7億円となっている｡

(出典：高知市洪水ハザードマップ)

(高知市 附属中学校付近の立体交差点)
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高知市から､ 平成11年に締結した ｢災害時の応急対策活動協力に関する協定｣ に基づく応援要請を受けた｡

この協定は､ 98年高知豪雨等を教訓として､ 平成11年６月22日に締結した協定であり､ 地震､ 津波､ 台風その他に

よる災害が高知市内において発生した場合､ 会員の協力を得て応急対策活動を行うことにより､ 速やかな災害復旧を

図ることを目的としている｡

今回の応急対策活動協力に基づく要請は､ 合計で８件｡ 依頼元は､ 高知市地域防災推進課と防災政策課｡ 内容は､

地域防災推進課からの土嚢の納入依頼が６件であり､ すべて高知支部とその会員が対応した｡ また､ 防災政策課から

土佐山村における仮設トイレの設置依頼が１件｡ いずれも迅速な対応を行った｡

土嚢の納入詳細については､ 以下の表のとおり｡

�������������

この度の災害において県内の被災箇所は1,000箇所以上であったが､ 当協会が運用する ｢携帯電話のＧＰＳ機能を

活用した災害情報共有システム｣ を使っての被害報告は､ 合計13件 (土砂崩れ５件､ 道路崩壊３件､ 路側崩壊１件､

道路冠水３件､ 護岸擁壁崩壊１件) であった｡

�������	 ������

今回の台風での各支部の対応は以下の表のとおり｡

(2014年９月現在)
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兼
山
は
、
津
呂
、
手
結
の
ほ
か
に
、
宿
毛
湾
入
り
口

の
柏
島
港
も
築
造
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
平
尾
道

雄
著

｢

野
中
兼
山
と
其
の
時
代｣

で
は
、｢

施
工
年
代
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る｣

と
し
て
い
る

が
、
前
出
の

｢

野
中
兼
山
と

『

室
戸
湊
記』｣

で
は
、

｢

激
し
い
風
浪
の
た
め
陸
地
が
侵
食
さ
れ
る
こ
と
を
聞
い

た
兼
山
は
、
１
６
４
４

(

正
保
元)

年
現
地
に
赴
い
て

視
察
の
結
果｣

と
し
て
い
る
。
島
の
約
５
分
の
１
を
囲

む
石
積
み
堤
防

(

延
長
６
９
０
・
９
ｍ)

、
島
の
南
側
に

波
止

(

延
長
36
・
４
ｍ)

と
突
堤

(

延
長
３
１
２
・
７

ｍ)

を
設
け
、
東
西
１
０
９
０
ｍ
、
南
北
１
６
３
６
・

４
ｍ
の
港
を
造
っ
た
。
四
国
本
土
に
向
か
い
突
き
出
し

た
突
堤
は
、
高
さ
２
・
７
ｍ
、
馬
踏
３
・
６
ｍ
、
腰
巻

幅
３
・
６
ｍ
、
堤
敷
32
・
７
ｍ
、
捨
て
石
幅
左
右
90
・

９
ｍ
の
大
断
面
で
、
太
平
洋
の
怒
涛
を
防
ぎ
、
港
内
の

静
穏
度
を
保
つ
と
と
も
に
、
魚
介
類
に
と
っ
て
格
好
の

住
み
か
と
な
り
、
後
々
ま
で
島
民
に
利
益
を
も
た
ら
し

続
け
た
。
ま
た
石
積
み
堤
防
は
、
集
落
を
風
波
か
ら
守
っ

た
。ま

た
、
施
工
年
次
は
定
か
で
は
な
い
が
、
兼
山
は
、

浦
戸
港
口
の
浦
戸
と
対
岸
の
種
崎
に
、
長
さ
０
・
９
〜

１
・
５
ｍ
の
大
石
を
使
い
、
波
止
を
築
造
、
港
口
を
し

ぼ
っ
て
引
き
潮
の
流
れ
を
加
速
、
砂
泥
を
排
出
し
、
港

口
が
埋
ま
る
の
を
防
い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

波
止
は
、
そ
の
後
、
土
中
に
埋
も
れ
て
忘
れ
ら
れ
て
い

た
が
、
安
政
大
地
震
の
際
、
地
中
か
ら
現
れ
、
津
波
に

さ
ら
わ
れ
よ
う
と
し
た
集
落
を
守
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
ほ
か
、｢

室
戸
市
史｣

が

｢

南
路
志｣

に
拠
っ

て
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
１
６
４
９

(

慶
安
２)

年
に
行
わ
れ
た
崎
浜

(

佐
喜
浜)

港
の
修
築
工
事
も
兼

山
施
策
の
一
環
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。
工
事
は
、
延
長

２
２
９
ｍ
の
同
港
の
う
ち
、
港
口
か
ら
１
３
１
ｍ
を
完

成
し
た
と
こ
ろ
で
中
断
さ
れ
た
。
津
呂
港
が
竣
工
し
た

２
年
後
の
１
６
６
３

(

寛
文
３)

年
、
再
開
さ
れ
た
が
、

そ
の
年
７
月
、
兼
山
は
失
脚
し
、
３
カ
月
の
後
急
死
し

て
お
り
、
結
末
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
藩
の

手
で
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
改
修
工
事
で
、
昭
和

前
期
ま
で
の
旧
港
の
形
が
出
来
上
が
っ
た
。

兼
山
は
、
藩
１
０
０
年
の
大
計
を
確
立
す
る
た
め
、

剛
毅
果
断
に
こ
と
を
運
ん
だ
面
が
あ
り
、｢

独
断
専
行｣

と
保
守
派
の
重
臣
た
ち
の
反
感
を
買
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
大
土
木
工
事
の
た
め
、
領
民
を
夫
役
に

駆
り
立
て
た
結
果
、
苦
し
み
に
絶
え
か
ね
た
領
民
に
恨

ま
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
兼
山
の
施
策
で

土
佐
藩
が
力
を
蓄
え
る
の
を
、
幕
府
が
警
戒
し
、
そ
の

失
脚
を
企
ん
だ
と
の
説
も
あ
る
。

兼
山
の
施
策
は
全
面
的
に
成
功
し
た
訳
で
は
な
い
が
、

水
利
開
発
、
港
湾
整
備
は
、
後
々
ま
で
藩
経
済
の
振
興

に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
大

土
木
事
業
家
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の

業
績
は
、
生
前
に
報
わ
れ
る
こ
と
な
く
執
政
の
座
を
追

わ
れ
、
遺
族
へ
の
追
罰
も
過
酷
な
も
の
が
あ
っ
た
。

�
悲
劇
の
宰
相
�
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
多
く
の
書
冊
、
論
文
は
、
兼
山
を
優
れ

た
土
木
技
術
者
と
し
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ

う
か
。
当
時
の
土
木
技
術
は
、
石
積
み
の
穴
太
衆
に
見

る
よ
う
に
、
特
定
の
技
能
集
団
の
中
で
世
襲
的
、
徒
弟

制
度
的
に
承
継
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

谷
時
中
に
つ
き
、
南
学
＝
海
南
朱
子
学
を
修
め
、
若
く

し
て
執
政
の
座
に
つ
い
た
兼
山
に
、
そ
う
し
た
時
間
が

あ
っ
た
と
も
、
身
分
的
に
可
能
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
な
い
。

小
倉
小
助
、
三
省
父
子
、
江
口
延
光
、
一
木
権
兵
衛

と
い
っ
た
人
材
を
登
用
し
、
活
用
し
て
、
大
事
業
を
成

し
遂
げ
た
と
こ
ろ
に
、
兼
山
の
宰
相
と
し
て
の
偉
大
さ

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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難
工
事
の
末
に
完
成
し
た
津
呂
港
だ
っ
た
が
、
泊
地

が
十
分
な
広
さ
で
な
く
拡
張
の
余
地
も
少
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
１
６
６
１

(

寛
文
元)

年
、
兼
山
は
、
津

呂
港
工
事
が
完
了
す
る
と
直
ち
に
、
そ
の
約
４
㎞
西
に

あ
る
室
津
港
の
拡
充
を
計
画
し
た
。

室
津
港
は

｢

土
佐
日
記｣

に
出
て
く
る

｢

む
ろ
つ
の

泊
ま
り｣

と
さ
れ
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
釣

り
船
が
出
入
り
す
る
程
度
の
川
尻
の
入
り
江
だ
っ
た
。

１
６
２
９

(

寛
永
６)

年
ご
ろ
、
津
呂
港
を
手
が
け
た

最
蔵
坊
が
、
藩
の
許
し
を
得
て

｢

サ
ン
ヨ
ウ
碆｣

の
上

部
を
削
り
取
り
内
港
を
掘
り
、
そ
の
後
は
、
藩
の
手
で

工
事
が
続
け
ら
れ
、
１
６
４
０
年
、
兼
山
に
よ
っ
て
一

応
、
工
事
を
終
わ
っ
て
い
た
。

｢
室
戸
市
史｣

に
よ
れ
ば
、
１
６
４
３
年
、
江
戸
へ

参
勤
の
途
中
、
室
津
に
入
港
し
た
藩
主
忠
義
は
、
兼
山

は
じ
め
工
事
関
係
者
に
送
っ
た
書
中
で

｢

当
湊
初
に
見

候
て
胆
を
つ
ぶ
し
候｣

と
述
べ
て
い
る
。｢

胆
を
つ
ぶ
し｣

た
の
は
、
工
事
の
見
事
さ
に
つ
い
て
か
、
そ
れ
と
も
、

な
お
貧
弱
な
湊
の
姿
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
か
、
判
断
に

迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に

｢

当
津
に
湊
こ
れ

無
く
候
て
は
叶
は
ざ
る
所
に
存
じ
候
に
、
一
段
の
湊
と

存
ぜ
し
め
候
、
当
津
普
請
申
し
付
く
べ
き
と
存
候｣

と

続
け
て
い
る
。
兼
山
が
仕
上
げ
た
�
寛
永
の
古
港
�
は

完
工
の
２
年
後
早
く
も
、
藩
主
忠
義
に
よ
っ
て
再
工
事

の
必
要
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

忠
義
の
指
摘
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
室
津
港
は
、
そ
の

後
18
年
間
ほ
と
ん
ど
放
置
さ
れ
、
や
っ
と
１
６
６
１
年
、

兼
山
に
よ
っ
て
拡
充
工
事
が
計
画
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

兼
山
は
、
１
６
６
３

(

寛
文
３)

年
、
執
政
の
座
を
追

わ
れ
同
年
末
死
去
、
計
画
は
沙
汰
止
み
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
室
津
港
で
は
、
土
砂

の
堆
積
が
進
み
干
潮
時
で
２
〜
３
ｍ
あ
っ
た
水
深
が
０
・

６
〜
１
ｍ
足
ら
ず
と
な
り
、
船
の
出
入
り
が
困
難
に
な
っ

た
。
同
港
よ
り
新
し
い
津
呂
港
も
同
様
な
状
態
と
な
り
、

藩
は
、
１
６
７
３

(

延
宝
元)

年
、
幕
府
か
ら
津
呂
港

に
つ
い
て
は
浚
渫
、
室
戸
港
に
つ
い
て
は
、
浚
渫
拡
充

の
許
し
を
得
て
、
78
年
３
月
着
工
し
た
。
そ
の
間
４
年

も
経
っ
て
い
る
の
は
１
６
７
４
、
75
年
と
立
て
続
け
に

暴
風
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

普
請
奉
行
に
は
一
木
権
兵
衛
が
任
じ
ら
れ
た
。
一
領

具
足
だ
っ
た
権
兵
衛
は
、
そ
の
土
木
技
術
を
兼
山
に
認

め
ら
れ
郷
土
頭
に
取
り
立
て
ら
れ
、
弘
岡
井
筋
の
行
当

の
掘
り
抜
き
な
ど
に
手
腕
を
発
揮
し
た
。｢

室
戸
湊
記｣

に
は
名
前
が
出
な
い
が
、
津
呂
港
築
造
も
監
督
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

工
事
内
容
は
、
幕
府
へ
の
許
可
願
い
に

｢

横
30
間

(

54
・
５
ｍ)

、
奥
へ
50
間

(

90
・
９
ｍ)

掘
次
、
此
分

並
石
垣
築
申
度
存
候｣

と
あ
る
通
り
、
内
港
の
東
側
を

新
た
に
50
間
掘
り
次
ぎ
、
石
垣
を
築
く
も
の
で
あ
っ
た
。

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
翌
１
６
７
９
年
８
月
、
藩
主

忠
豊
へ
次
の
通
り
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
。

｢

室
津
港
の
御
普
請
湊
の
内
分
成
就
仕
候
。
外
輪
少
々

残
、
普
請
は
不
急
儀
に
付
、
人
隙
次
第
に
追
々
仕
筈
に

御
座
候
。(

中
略)

津
呂
よ
り
三
崎
に
少
遠
御
座
候
得
共
、
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湊
之
内
に
入
候
船
大
し
け
に
も
障
無
御
座
候
に
付
、
津

呂
同
前
に
諸
廻
船
出
入
仕
候
。
前
言
上
如
仕
候
。
湊
口

脇
に
少
取
残
之
岩
御
座
候
。
是
は
當
冬
夜
潮
に
取
申
筈

に
御
座
候
。
云
々｣

こ
の
報
告
か
ら
す
れ
ば
、
津
呂
、
手
結
を
上
回
る
大

工
事
だ
っ
た
が
、
工
事
は
比
較
的
順
調
で
、
１
６
８
０

(

延
宝
８)

年
６
月
に
は
完
成
し
て
い
る
。
た
だ
、
港
口

に
あ
っ
た
３
巨
岩
の
除
去
は
難
工
事
で
、
普
請
奉
行
一

木
権
兵
衛
が

｢

事
成
就
の
暁
は
身
命
を
捧
げ
る
。
力
を

貸
し
給
え｣

と
海
神
に
祈
願
し
、
や
っ
と
砕
く
こ
と
が

で
き
た
。
権
兵
衛
は
、
完
工
後
、
藩
庁
へ
の
届
け
を
す

ま
し
た
う
え
、
役
宅
で
割
腹
、
海
神
と
の
約
束
を
守
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

｢

室
戸
市
史｣

が

｢

室
戸
港
沿
革
史｣

に
拠
っ
て
述

べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
工
費
は

｢

１
カ
年
に
19
万
人
余
、

３
カ
年
に
30
万
４
６
３
人
１
歩
、
米
高
５
８
６
７
石
１

斗
１
升｣

で
あ
っ
た
。

�
�
�

�
�
�
�
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藩
祖
山
内
一
豊
の
時
、
築
か
れ
た
高
知
城
は
１
７
２

７

(

享
保
12)

年
２
月
、
城
西
の
越
前
町
か
ら
出
た
火

事
で
追
手
門
、
西
ノ
口
大
門
、
北
ノ
口
大
門
、
城
内
櫓

３
カ
所
、
屋
敷
１
カ
所
の
ほ
か
、
わ
ず
か
な
門
、
廊
下

を
残
し
て
類
焼
し
た
。
藩
で
は
幕
府
の
許
可
を
得
て
１

７
２
９
年
５
月
、
再
建
に
着
手
し
た
。
普
請
奉
行
に
深

尾
帯
刀
、
作
事
奉
行
に
志
東
茂
五
郎
、
大
工
頭
に
笹
村

喜
平
次
、
棟
梁
に
山
本
惣
太
夫
、
笹
村
太
助
、
笹
村
助

左
衛
門
を
あ
て
、
24
年
余
を
か
け
て
１
７
５
３

(

宝
暦

３)

年
11
月
完
工
し
た
。

現
在
、
仰
ぎ
見
る
天
守
閣
は
、
こ
の
と
き
に
再
建
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
の
廃
藩
置
県
後
、
全

国
各
地
で
城
郭
の
取
り
壊
し
が
行
わ
れ
、
高
知
城
も
１

８
７
３
年
、
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
は
櫓
、
塀
だ
け
を
残
し
、

表
御
殿
、
奥
御
殿
な
ど
が
撤
去
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の

後
に
も
本
丸
と
追
手
門
を
残
し
て
塀
、
櫓
な
ど
が
払
い

下
げ
ら
れ
、
外
堀
、
内
堀
も
ほ
と
ん
ど
が
埋
め
立
て
ら

れ
た
。
現
存
す
る
も
の
は
天
守
閣
、
追
手
門
な
ど
15
棟

で
、
い
ず
れ
も
１
９
３
４

(

昭
和
９)

年
、
国
の
重
要

文
化
財
に
、
城
跡
も
１
９
５
９
年
、
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、｢

高
知
市
の
文
化
財｣

か
ら
天
守

閣
、
追
手
門
の
城
郭
建
築
上
の
特
徴
を
要
約
し
た
。

天
守
閣

再
建
さ
れ
た
の
が
、
江
戸
時
代
中
期
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
観
は
極
め
て
古
風
で
、
二
重

の
櫓
に
東
西
に
棟
を
の
ば
し
た
大
き
な
入
母
屋
の
屋
根

を
か
け
、
南
北
に
千
鳥
破
風
を
付
け
、
そ
の
上
に
南
北

棟
の
回
縁
高
欄
付
の
望
楼
を
の
せ
て
い
る
。
山
内
一
豊

の
創
建
当
初
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
こ
と
か
ら

き
て
い
る
。
天
守
の
高
潮
期
に
あ
た
る
慶
長
期

(

１
５

９
６
〜
１
６
１
５)

に
は
、
既
に
す
た
れ
て
し
ま
っ
て

い
た
様
式
だ
が
、
一
豊
が

｢

物
数
寄
を
以｣

て
建
て
た

と
い
う
。
そ
の
古
い
様
式
に
、
後
世
の
手
法
で
あ
る
総

塗
篭
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
洗
練
さ
れ
た
外
形
と
と
も

に
、
そ
の
美
し
さ
を
一
層
ひ
き
た
て
て
い
る
。

一
重
二
重
と
積
み
重
ね
る
井い

篭ご
め

組
で
、
２
階
ず
つ
３

つ
を
積
み
重
ね
て
い
る
か
ら
、
構
造
上
は
６
階
建
て
で

あ
る
。
初
重

(

１
・
２
階)

は
桁
行
11
・
８
ｍ
、
梁
間

９
ｍ
で
あ
る
。
１
階
の
南
側
と
西
側
に
出
入
口
を
開
き
、

両
開
き
の
土
戸
を
釣
り
込
み
、
各
面
に
格
子
窓
を
付
け
、

北
面
に
は
狭
間
も
付
け
る
と
と
も
に
豪
快
な
石
落
し
を

２
カ
所
ず
つ
付
け
て
い
る
。
２
階
は
格
子
窓
を
四
面
に

付
し
、
狭
間
は
北
面
と
東
面
に
付
け
て
い
る
。
中
重
は

今､ 仰ぎ見る高知城は1729年から24年余をかけて再建された
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３
階
と
４
階
だ
が
、
３
階
で
は
東
西
の
妻
壁
に
そ
れ
ぞ

れ
窓
を
開
き
、
４
階
で
は
四
面
に
２
個
ず
つ
窓
を
開
く

が
、
い
ず
れ
も
土
戸
を
片
開
き
に
釣
り
込
む
。
ま
た
４

階
に
は
四
面
に
狭
間
を
２
個
ず
つ
付
け
る
。
上
重
は
５
・

６
階
で
、
５
階
は
低
く
、
窓
も
狭
間
も
な
い
。
６
階
の

望
楼
は
、
簡
素
な
が
ら
部
屋
と
し
て
の
形
式
を
整
え
て

い
る
。
桁
行
、
梁
間
と
も
５
・
５
ｍ
で
、
四
面
と
も
中

央
１
・
８
ｍ
を
出
入
口
と
し
、
外
側
に
は
黒
漆
塗
の
板

戸
、
内
側
に
は
明
り
障
子
を
引
分
け
に
入
れ
る
。
天
井

は
格
天
井
で
、
壁
は
鳥
ノ
子
紙
の
貼
付
壁
で
床
に
は
畳

を
敷
い
て
い
た
。

追
手
門

巨
大
な
切
石
を
積
ん
だ
石
垣
の
桝
形
の
上

に
南
面
し
て
建
つ
規
模
雄
大
な
建
物
で
あ
る
。
１
６
６

３

(

寛
文
３)

年
に
崩
壊
し
た
の
を
翌
年
改
築
し
た
も

の
で
、
改
築
に
あ
た
っ
て
は
１
７
２
７

(

享
保
12)

年

焼
失
前
の
周
囲
の
建
物
と
調
和
す
る
よ
う
に
再
築
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
外
壁
は
板
張
と
な
っ
て
い
て
古
い

様
式
を
残
し
て
い
る
。
下
重
中
央
に
は
大
き
な
門
扉
を

両
開
き
に
釣
り
込
み
、
両
脇
間
に
潜
戸
を
釣
り
込
ん
で

い
る
。
門
扉
、
潜
戸
と
も
に
框
、
桟
、
板
は
い
ず
れ
も

�

材
を
用
い
、
銅
板
の
筋
鉄
を
張
り
、
銅
板
製
の
金
具

を
付
す
。
中
央
門
柱
筋
は
、
北
側
通
り
と
中
央
に
柱
を

建
て
、
西
側
は
石
垣
を
引
っ
込
め
て
築
い
て
い
る
た
め
、

北
側
通
り
に
柱
２
本
を
建
て
る
。
正
面
通
り
の
柱
、
冠

木
、
腕
木
、
出
桁
等
は
い
ず
れ
も
厚
い
欅
板
を
覆
い
、

隅
、
継
目
に
は
銅
板
の
筋
鉄
を
張
り
、
柱
の
上
下
に
は

銅
製
の
飾
金
具
を
打
ち
付
け
て
い
た
。
上
重
は
桁
行
20

ｍ
、
梁
間
７
・
３
ｍ
で
あ
る
。

天
守
閣
、
追
手
門
の
ほ
か
に
、
懐
徳
館
、
納
戸
倉
、

黒
鉄
門
、
東
多
聞
、
西
多
聞
、
廊
下
門
、
詰
門
、
矢
狭

間
６
棟
の
13
棟
も
国
の
重
文
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
下
で
国
、
県
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
藩
政
時
代
の
建
造
物
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

【
国
指
定
重
要
文
化
財
】

▽
旧
立
川
番
所
書
院

長
岡
郡
大
豊
町
立
川

寛
政

年
間

(

１
７
８
９
〜
１
８
０
０)

建
造
１
９
７
４
年
指

定
▽
山
中
家
住
宅

土
佐
郡
本
川
村
越
裏
門

18
世
紀

ご
ろ
の
建
造

１
９
７
２
年
指
定
▽
土
佐
神
社
鼓
楼

高
知
市
一
宮

１
６
４
９

(

慶
安
２)

年
建
造

１
９

０
４

(

明
治
37)

年
指
定
▽
土
佐
神
社
楼
門

高
知
市

一
宮

１
６
３
１

(

寛
永
８)

年
建
造

１
９
８
２
年

指
定
▽
朝
倉
神
社
本
殿

高
知
市
朝
倉

１
６
５
７

(

明
暦
３)
年
ご
ろ
再
建

１
９
４
９
年
国
指
定
▽
関
川

家
住
宅

高
知
市
一
宮

１
８
１
９

(

文
政
２)

年
建

造

１
９
７
４
年
指
定
▽
旧
山
内
家
下
屋
敷
長
屋

高

知
市
鷹
匠
町

１
８
６
５

(
慶
応
元)

年
建
造

１
９

７
９
年
指
定
▽
鳴
無
神
社
社
殿

須
崎
市
浦
ノ
内

１

６
６
３

(

寛
文
３)

年
再
建

１
９
５
３
年
指
定
▽

旧
竹
内
家
住
宅

幡
多
郡
大
正
町
田
野
々

18
世
紀
中

ご
ろ
建
造

１
９
７
２
年
指
定

【
県
指
定
重
要
文
化
財
】

▽
岡
御
殿

安
芸
郡
田
野
町
立
町

１
８
４
２

(
天

保
13)

年
建
造

１
９
８
５
年
指
定
▽
神
峯
神
社
本
殿

安
芸
郡
安
田
町
神
峯

１
７
１
８

(

享
保
３)

年
再

建

１
９
５
５
年
指
定
▽
竹
林
寺
客
殿

高
知
市
五
台

山

主
屋
、
玄
関
は
１
７
３
５

(

享
保
20)

年
、
車
寄

せ
１
８
１
６

(

文
化
13)

年
建
造

１
９
６
２
年
指
定

▽
開
成
門

高
知
市
城
北
町

１
８
６
６

(

慶
応
２)

年
建
造

１
９
５
７
年
指
定
▽
観
音
正
寺
観
音
堂

吾

川
郡
春
野
町
芳
原

２
代
藩
主
忠
義
時
代
に
建
造
？

１
９
５
３
年
指
定
▽
高
知
座
神
社
本
殿

宿
毛
市
平
田

１
７
６
８

(

明
和
５)

年
再
建

１
９
５
５
年
県
指

定�
�
�

�
�
�
�
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手
結
、
室
津
、
津
呂
３
港
が
整
備
さ
れ
、
海
上
輸
送

が
一
段
と
活
発
に
な
っ
た
。
全
国
的
に
も
、
河
村
瑞
賢

(

瑞
軒
と
も
書
く)

に
よ
っ
て
１
６
７
１(

寛
文
11)

年
、

東
回
り
、
翌
年
に
は
西
回
り
と
本
州
一
周
航
路
が
開
拓

さ
れ
、
物
資
流
通
は
、
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。
当

時
、
土
佐
と
上
方
を
結
ぶ
航
路
は
小
廻
、
江
戸
と
結
ぶ

航
路
を
大
廻
と
い
っ
た
。
小
廻
に
は
浦
戸
、
手
結
な
ど

土
佐
湾
の
諸
港
と
大
阪
、
甲
浦
と
大
阪
を
結
ぶ
も
の
が

あ
っ
た
。

前
者
は
、
主
に
一
般
的
な
、
木
材
を
は
じ
め
と
す
る

貨
物
輸
送
路
で
あ
り
、
人
々
が
利
用
す
る
こ
と
は
少
な
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か
っ
た
。
難
所
・
室
戸
岬
で
難
破
す
る
の
を
恐
れ
、
船

酔
い
に
苦
し
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
々
の
多
く
は
、
甲

浦
ま
で
陸
路
を
と
り
同
所
で
乗
船
し
た
。
１
６
３
５

(

寛
永
12)

年
に
始
ま
っ
た
参
勤
交
代
の
コ
ー
ス
で
も
あ
っ

た
。甲

浦
か
ら
の
船
旅
も
、
次
第
に
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
１
７
１
３

(
享
保
３)

年
に
は
、
参
勤
交
代
路

が
北
山
越
え

(

北
山
通)
に
変
更
さ
れ
た
。

北
山
越
え
は
、
平
安
時
代
に
開
か
れ
た
官
道
で
あ
る
。

四
国
山
地
を
横
断
す
る
険
し
い
道
の
た
め
上
方
と
の
交

通
路
と
し
て
は
廃
れ
て
い
た
が
、
嶺
北
地
方
と
城
下
を

結
ぶ
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
。
以
後
、
土
佐
藩
の
公
道

と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
甲
浦
コ
ー

ス
は
宝
暦

(

１
７
５
１
〜
64)

以
後
、
ほ
と
ん
ど
利
用

さ
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
藩
政
期
を
通
じ
て
、
藩
外
に
出
る
道
は
、

松
山
街
道

(

久
万
官
道)

、
西
南
地
方
に
向
け
て
の
中
村

街
道
及
び
梼
原
街
道
が
あ
っ
た
。

領
内
交
通
の
幹
線
は
、
甲
浦
か
ら
伊
予
境
松
尾
坂
へ

と
領
内
を
東
西
に
貫
く
道
で
約
57
里

(

２
２
４
㎞)

、
48

カ
所
に
一
里
塚
が
設
け
ら
れ
て
い
た

(

皆
山
集)

。
し
か

し
、
奈
半
利
、
仁
淀
、
渡

(

四
万
十)

の
３
川
に
は
橋

が
な
か
っ
た
。
村
々
を
結
ぶ
脇
道
、
田
ん
ぼ
道
、
そ
ま

道
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
遍
路
道
が
で
き
て
い
た
。
道
路

の
幅
は
、｢

高
知
県
史｣

に
よ
れ
ば

｢

大
道
３
間
、
脇
道

２
間
、
枝
道
１
間｣

と
の

｢

古
来
か
ら
の
掟
を
確
認
指

令
し
た｣

１
７
０
８

(

宝
永
５)

年
の
文
書
が
あ
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
記
録
か
ら
、
か
な
り
道
路
が
整
備
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
は
、
２
ｍ

足
ら
ず
、
途
中
に
は
、
峠
な
ど
の
険
阻
な
道
が
多
く
部

分
的
に
は
手
入
れ
し
な
け
れ
ば
通
行
に
支
障
を
き
た
す

状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
。

藩
政
初
期
に
は
、
幕
府
の
鎖
国
政
策
に
準
じ
非
常
に

閉
鎖
的
と
な
り
、
極
端
に
他
国
と
の
往
来
を
嫌
い
、
公

用
以
外
は
ほ
と
ん
ど
旅
を
認
め
な
か
っ
た
。
東
方
か
ら

の
城
下
へ
の
出
入
は
、
農
人
町
の
東
端
松
ケ
鼻
の
番
所

で
、
西
方
の
出
入
は
本
町
筋
の
西
端
思
案
橋
の
番
所
で
、

さ
ら
に
北
方
か
ら
の
出
入
を
山
田
町
の
橋
畔
の
番
所
で

厳
し
く
監
視
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

藩
政
後
半
期
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
規
制
は
か
な
り

緩
和
さ
れ
た
が
、
道
路
は

｢

百
年
一
日｣

の
状
態
が
続

い
た
。
藩
の
公
道
・
北
山
越
え
と
呼
ば
れ
た
土
佐

(

北)

街
道
に
し
て
も
、
城
下
か
ら
長
岡
郡
布
師
田
田
村
石
淵
、

同
郡
岡
豊
村
中
島
、
同
郡
領
石
村
を
経
て
国
分
川
を
さ

か
の
ぼ
り
、
同
郡
豊
永
郷
穴
内
、
本
山
郷
立
川
村
か
ら

伊
予
に
越
え
る
。
伊
予
で
は
馬
立
村
か
ら
川
之
江
へ
。

さ
ら
に
讃
岐
に
出
て
丸
亀
か
ら
船
に
乗
る
わ
け
だ
が
、

穴
内
と
本
山
の
間
に
は
国
見
峠
、
立
川
と
馬
立
間
の
土

予
国
境
に
は
笹
ヶ
峰
と
い
う
１
０
０
０
ｍ
級
の
山
道
を

越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
ほ
か
の
、
土
佐

(

東)

、
松
山
、
中
村
、
梼
原
街

道
は
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
の
一
般
国
道
55
、
33
、
56
、
１

９
７
号
の
コ
ー
ス
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
梼
原
街
道
は

梼
原
の
先
で
大
洲
街
道

(

１
９
７
号)

と
宇
和
島
街
道

(

３
２
０
号)

に
分
か
れ
た
。
い
ず
れ
も
現
在
と
比
べ
物

に
な
ら
な
い
、
険
し
く
粗
末
な
道
で
あ
っ
た
。

幕
末
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
で
鎖
国
の
夢
破
ら
れ
た
日
本

は
、
近
代
国
家
形
成
へ
の
激
動
期
を
迎
え
る
。
尊
皇
攘

夷
、
討
幕
運
動
の
高
ま
り
に
対
す
る
、
幕
府
、
列
藩
保

守
派
に
よ
る
厳
し
い
弾
圧
、
数
多
く
の
血
が
流
さ
れ
た
。

土
佐
か
ら
も
、
薩
長
連
合
を
成
立
さ
せ
、
明
治
維
新
へ

と
時
代
の
歯
車
を
大
き
く
回
し
た
坂
本
龍
馬
、
中
岡
慎

太
郎
は
じ
め
多
く
の
志
士
た
ち
が
、
そ
う
し
た
険
阻
な

道
を
踏
み
越
え
て
国
事
に
奔
走
し
た
。

龍
馬
脱
藩
の
道
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
そ
の
中

で
梼
原
街
道
を
行
き
、
宮
野
々
関
を
抜
け
て
大
麦
峠
を

越
え
て
大
門
峠
か
ら
高
川
、
土
居
に
出
、
坂
石
か
ら
川

舟
に
乗
り
長
浜
に
出
た
と
い
う
説
が
、
こ
れ
ま
で
有
力

で
あ
っ
た
。
大
麦
峠
は
九
十
九
曲
峠
と
も
い
わ
れ
、
同

所
に
は

｢

勤
王
志
士
脱
藩
遺
跡｣

の
碑
が
建
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
愛
媛
県
の
地
方
史
家
の
最
近
の
研
究
で
は
、

宮
野
々
関
を
破
っ
て
、
国
境
の
大
野
ケ
原
、
韮
ケ
峠
を

越
え
小
屋
村
か
ら
、
河
辺
、
五
十
崎
を
経
て
、
大
洲
に

至
り
、
川
舟
で
長
浜
に
下
っ
た
と
い
う
の
が
、
確
か
な

と
こ
ろ
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ

ら
、
土
佐
の
山
間
を
縫
っ
た
細
い
道
は
、
真
っ
す
ぐ
に

近
代
日
本
の
門
口
に
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(

次
号
に
続
く)

｢

高
知
縣
土
木
史｣

(

１
９
９
８
年

社
団
法
人
高
知
県
建
設
業
協
会
発
行)

よ
り
引
用



�������	
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１
８
７
７

(

明
治
10)

年
１
月
高
知
市
小
高
坂
に
生
ま
れ
る
。

高
知
尋
常
中
学
校

(

現
追
手
前
高
校)

を
経
て
、
１
８
９
８
年
第
三
高
等
学
校
工

学
部
を
卒
業
。
埼
玉
県
土
木
吏
員
を
振
り
出
し
に
上
下
水
道
一
筋
に
歩
む
。

１
９
１
４

(

大
正
３)

年
朝
鮮
総
督
府
土
木
局
京
城
出
張
所
長
、
１
９
２
２
年
大

阪
市
水
道
部
下
水
道
課
長
、
１
９
２
４
年
水
道
部
長
に
累
進
、
大
阪
市
第
４
〜
６
次

水
道
拡
張
事
業
の
完
成
に
貢
献
。
大
阪
市
都
市
計
画
下
水
道
事
業
第
１
期
〜
５
期

(

１
９
２
２
〜
１
９
４
０

(

昭
和
15)

年)

工
事
施
工
に
当
た
っ
た
。
１
９
２
９
年
に

欧
米
各
国
に
出
張
、
研
究
を
重
ね
、
浄
化
方
法
と
し
て
の
活
性
汚
泥
処
理
法
を
推
進

し
た
。

１
９
３
７
年
北
海
道
帝
国
大
学
か
ら
工
学
博
士
号

(

同
大
学
土
木
で
の
工
博
第
１

号)

を
授
与
さ
れ
た
。

社
団
法
人
日
本
水
道
協
会
の
設
立
に
貢
献
、
勤
勉
力
行
、
几
帳
面
、
質
素
、
意
志

強
固
で
か
つ
温
厚
な
紳
士
で
あ
っ
た
。
�
大
阪
に
は
絶
対
断
水
騒
ぎ
を
起
こ
さ
せ
な

い
�
と
強
く
主
張
し
、
行
政
の
指
針
と
し
て
い
た
。

１
９
４
０
年
全
国
初
の
汚
水
処
理
場
の
完
成
を
見
た
後
、
大
阪
市
を
退
職
。
郷
里

高
知
市
や
坂
出
市
を
は
じ
め
全
国
各
都
市
の
水
道
の
顧
問
と
し
て
、
上
下
水
道
の
指

導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
１
９
５
２
年
75
歳
に
し
て
大
阪
水
道
工
業
会
会
長
と
な
り
、

１
９
５
９
年
82
歳
で
技
術
士
試
験
に
合
格
す
る
な
ど
、
１
９
７
２
年
95
歳
で
死
去
す

る
ま
で
広
く
活
躍
し
た
。
勲
三
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
た
。

〈
註
〉
三
高
と
五
高
に
工
学
部
が
あ
っ
た
。
三
高
工
学
部
が
後
の
京
都
帝
大
理
工
科
大
学
の
一

部
と
な
り
、
五
高
工
学
部
が
熊
本
高
等
工
業
学
校
と
な
っ
た
。
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１�

構
造
物
の
欠
陥
の
発
見

劣
化
し
て
い
る
構
造
物
に
対

し
て
、
何
が
原
因
で
あ
る
か
を

調
べ
る
。

・
劣
化
に
よ
る
断
面
減
少

・
荷
重
の
増
大
な
ど
に
よ
る

強
度
不
足

・
地
盤
の
軟
弱
さ
に
よ
り
支

持
力
不
足
に
よ
る

・
施
工
時
の
不
備
に
よ
る
剥

落
、
ひ
び
割
れ

・
鉄
筋
の
腐
食
、
漏
水
な
ど

劣
化
の
種
類
と
原
因
が
分
か

れ
ば
、
劣
化
の
程
度
を
見
定
め
、

補
修
・
補
強
の
必
要
性
を
判
断

す
る
。

・
補
修
・
補
強
を
行
う

つ
ま
り
、
何
を
目
的
に
ど
の

よ
う
な
測
定(
調
査)

を
行
い
、

何
を
つ
く
り
、
そ
の
結
果
を
ど

う
い
う
基
準
で
判
定
し
、
補
修
・

補
強
の
必
要
性
を
判
断
す
る
か
。

変
状
の
原
因
と
対
策
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
施
工
条
件
を
考
え

て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

検
討
な
ど
、
経
済
的
な
工
法
を

選
定
す
る
。

���

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
処

で
き
る
補
修
方
法
の
選
定
に
は
、

土
木
学
会
２
０
０
７
年
制
定
コ

ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書

｢

維

持
管
理
編｣

を
参
考
に
し
て
整

理
さ
れ
て
い
る

｢

守
分
敦
郎
・

小
柳
光
生｣

両
氏
の

｢

構
造
物

の
外
観
上
の
劣
化
グ
レ
ー
ド
と

採
用
可
能
な
工
法｣

を

｢

コ
ン

ク
リ
ー
ト
補
修
・
補
強
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク｣
(

朝
倉
書
店)

か
ら

掲
載
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

次
表
は
、
あ
く
ま
で
も
詳
細

検
討
を
行
う
前
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

構
造
物
の
点
検
結
果
か
ら
、

劣
化
機
構
や
変
状
の
種
類
を
整

理
で
き
れ
ば
、
補
修
の
目
的
に

応
じ
た
補
修
方
法
が
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

���

�
�
�
	

補
修
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

目
的
に
合
っ
た
方
法
で
施
工
す

る
必
要
が
あ
る
。

単
な
る
変
状
の
進
行
防
止
の

た
め
に
は
、
塗
布
や
注
入
に
よ

る
ひ
び
割
れ
補
修
、
パ
ッ
チ
ン

グ
、
吹
き
付
け
な
ど
が
行
わ
れ

る
。強

度
不
足
に
対
し
て
は
、
巻

立
て
、
補
強
剤
に
よ
る
強
化
が

行
わ
れ
る
。

構
造
物
の
弱
体
化
し
て
い
る

場
合
に
は
、
改
築
取
り
替
え
を

本
格
的
に
行
う
こ
と
に
な
る
。

１�

ひ
び
割
れ
補
修

・
塗
布
、
被
覆
、
吹
き
付
け

収
縮
ひ
び
割
れ
の
よ
う

に
微
細
な
網
目
状
の
場
合

の
補
修
に
有
利
で
あ
る
。

セ
メ
ン
ト
系
、
エ
ポ
キ
シ

系
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系
お

よ
び
合
成
ゴ
ム
系
な
ど
が

用
い
ら
れ
る
。

・
は
つ
り
密
封

ひ
び
割
れ
の
輻
が
大
き

く
数
が
少
な
い
場
合
、
ひ

び
割
れ
を
は
つ
り
、
割
れ

口
を
広
く
深
く
し
て
充
填

剤
で
付
着
を
よ
く
す
る
。

・
注

入
グ
ラ
ウ
ト
注
入
、
樹
脂

注
入
な
ど
が
、
ひ
び
割
れ

輻
の
小
さ
い
と
き
有
効
で

あ
る
。

２�

パ
ッ
チ
ン
グ

(

つ
ぎ
は
ぎ

補
修)

欠
陥
の
あ
る
疑
わ
し
い
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
取
り
除
き
、
鉄
筋

の
周
囲
は
取
り
除
き
、
超
硬
練

り
モ
ル
タ
ル
で
充
填
す
る
。

３�

吹
き
付
け

広
い
表
面
積
に
わ
た
る
補
修

に
有
利
な
工
法
で
あ
る
。
圧
縮

空
気
に
よ
る
吹
き
付
け
が
用
い

ら
れ
る
。

・
シ
ョ
ッ
ト
ク
リ
ー
ト

ミ
キ
サ
で
混
ぜ
た
砂
と

セ
メ
ン
ト
を
乾
い
た
ま
ま

で
圧
縮
空
気
で
ノ
ズ
ル
に

送
り
、
こ
こ
か
ら
水
と
と

も
に
吹
き
付
け
る
方
法
で

あ
る
。
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構造物の
外観上の
グレード

劣化機構に応じた標準的な工法 (例)

中性化 塩害 凍害 化学的侵食 アルカリシリカ反応 床版の疲労 すりへり

潜伏期
表面処理*,

再アルカリ化*
表面処理* 表面処理*

表面処理,

換気・洗浄

水処理 (止水, 排水

処理)*
橋面防水層* 表面処理*

進展期

表面処理,

断面修復,

再アルカリ化

表面処理,

断面修復,

電気防食,

脱塩

表面処理

表面処理,

断面修復,

埋設型枠,

換気・洗浄

[今後予想される膨

張量が小さい]

水処理 (止水, 排水

処理),ひび割れ注入,

表面処理 (被覆, 含

浸), 剥落防止

[今後予想される膨

張量が大きい]

水処理 (止水, 排水

処理), ひび割れ注

入, 表面処理 (被覆,

含浸), 剥落防止,

断面修復, プレスト

レスの導入, 鋼板・

FRP接着, 増厚, 鋼

板・PC・FRP巻立て,

外ケーブル

橋面防水層,

鋼板・FRP接着,

上面増厚,

下面増厚,

増設桁

断面修復,

表面処理*

加速期

(前期)

表面処理,

電気防食,

再アルカリ化

断面修復

表面処理,

断面修復,

電気防食,

脱塩

表面処理,

ひび割れ注入,

断面修復

断面修復,

表面処理,

坩厚,

埋設型枠,

換気一洗浄

[浸透水の影響

あり]

橋面防水層,

鋼板接着,

上面増厚

[浸透水の影響

なし]

橋面防水層,

鋼板接着,

上面増厚,

増設桁

断面修復,

表面処理*

加速期

(後期)
断面修復 断面修復

劣化期

断面修復,

鋼板・FRP接着,

外ケーブル,

巻立て, 増厚

FRP接着,

断面修復,

外ケーブル,

巻立て, 増厚

ひび割れ注入,

増厚, 打替え,

巻立て

FRP接着,

断面修復,

表面処理,

増厚, 巻立て,

埋設型枠,

換気・洗浄

[今後予想される膨

張量が小さい]

水処理 (止水, 排水

処理), 断面修復,

表面処理 (被覆),

剥落防止, プレスト

レスの導入, 鋼板・

FRP接着, 増厚, 鋼

板・PC・FRP巻立て,

外ケーブル

供用制限,

打替え

鋼板・FRP接着

巻立て,

打替え,

表面処理*
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７月18日に入社３年程度までの社員を対象にした ｢新入・若手社員向

け研修会｣ を高知県建設会館で開き､ 35名が参加しました｡ 当協会労務

委員長の玉木大祐氏があいさつをした後､ ｢建設業安全衛生基礎研修 (講

師：当協会労務副委員長 前田郁男氏)｣､ ｢社会人基礎研修 (講師：高知

県立高知工業高等学校 山岡稔幸氏)｣､ ｢ミニドラマで学ぶ建設業法 (講

師：当協会常務理事兼事務局長 川上勲夫氏)｣ を研修しました｡ 研修会

後には､ 当協会青年部主催によるウエルカム会を開き､ 青年部員と研修

生が交流しました｡

新入・若手社員向け研修会は７月18日を皮切りに､ 10月20日､ １月30

日と計３回シリーズでの開催を予定｡
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一般社団法人高知県建設業協会の概要
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二重枠の文字を組み合わせて言
葉を完成させてください｡

問

������
� 	 


(ヨコのカギ)
① モスクワに遠征したナポレオンが､
冬の寒さと雪が原因で敗れたところ
からこの言葉が出来た｡ 冬の厳しい
寒さをいう語｡
② 中国第２の大河｡ 長さ5460キロ｡
流域は古代文明発祥の地で､ 歴代王
朝も多くここに拠った｡
③ 自分の跡取りになる夫婦から生ま
れた子供｡
④ 組み討ちの際, 右手を左腰にまわ
す手間を省くため右の腰にさす短刀｡
⑤ 16～18世紀にヨーロッパで愛好さ
れた擦弦楽器｡ 弦は６､ ７本で､ チェ
ロのように脚の間に立てて奏する｡
⑥ 水中で生活する動物が､ 水中の溶
存酸素を取りこみ､ 体内の二酸化炭
素を排出して呼吸を行うための器官｡
⑦ 人が自分自身の眼から見た自分の
生涯､ 人生を記述したもの｡ 自身に
よる伝記｡
⑧ 全長約40センチの魚｡ 体は細長く､
下あごが突き出し､ 先が赤い｡ 背部
は青緑色､ 腹側は銀白色｡

(タテのカギ)
① 自然の眺めが清らかで美しいこと｡
また､ そのさま｡

⑧ もって生まれた宿命｡
⑨ ばくち・碁などをする人｡ また､
それにすぐれ､ 好きな人｡
⑩ サトザクラの園芸品種｡ 花は八重
咲きで淡紅色｡
⑪ 親指・人さし指・中指・薬指・小
指のこと｡
⑫ 活字を組んで版にすること｡ また､
その活字｡
⑬ 絵画・写真・テレビの画像などで､
明暗や色調の段階的変化｡ 階調｡
⑭ イギリス､ イングランド北西部マー
ジーサイド州の中心都市｡ ザ・ビー
トルズ誕生の地として名高い｡ ○○
プール｡

10 13121

7 6

92 7

3 1711

4

8 14

5

(一社) 香川県建設業協会にご勤務の原順子さんの ｢おめでたいニュース｣ のご紹介です｡

原さんの３人目のお子様､ ｢丈翔 (たける)｣ くんが､ ９月23日秋分の日に１歳の誕生日を迎えられました｡

原さんから ｢上の２人の兄弟が騒いでいるときでもよく寝る子

です｡ 愛想がピカイチで､ 生まれてからすぐ微笑み､ よく笑い､

みんなに可愛がられています｡ 仕事で疲れて帰っても､ ３人の顔

を見るだけで元気になります｡ 主人と３人の子供たちがいてくれ

るから頑張って毎日を生きています｡ しっかり抱きしめて愛情いっ

ぱい注ぎ､ 大切に育てていきたいと思います｡｣ とコメントを頂

きました｡

オカリナ教室でご主人と出会い､ 優しい笑顔に惹かれご結婚さ

れた原さん｡ その後､ ３人の子宝にも恵まれ､ 夢は家族５人でオ

カリナを吹くこと､ とのことです｡

私も今年２月に結婚し､ 来年１月に双子が生まれることとなり､

原さん同様子供が出来る嬉しさや感動を実感しています｡

丈翔くんの健やかなご成長をお祈りいたします｡

(｢高建｣ 編集担当者会 事務局)
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高知県防災キャラクターＣ◯やなせたかし
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〒780-0870　高知県高知市本町 4丁目 2-15

平
成
26
年
10
月
発
刊
（
第
13
号
）

◆
発
行
人
／
「
高
建
」
編
集
担
当
者
会

◆
発
行
／
一
般
社
団
法
人
　
高
知
県
建
設
業
協
会
　
TEL 088-822-6181

㈹
　
http://w

w
w
.kokenkyo.or.jp/ 


